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論文の一部において L ・ゴアによる研究およびR ・シュスターマンによる研究に依存するところがやや多いという
嫌いもあるが、その依拠する点を明らかにして、独自の論述を行なっているo また、その必然性が極めて高いとまで
は言えないものの、日本の美学研究との関係についての考察をもまじえた、アメリカの美学および美学会の歴史的分
析は独自のものである。この研究が今日の美学研究および美術批評理論のあり方を考える上で、重要な問題を提起し
ていることは、高く評価されてよいであろう。よって、本審査委員会は、本論文を博士(文学)の学位を授与するに
値するものであると認定する。
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